
静岡県静岡市

●運営体制図

●地域における現状・課題

●取組事項の概要

●取組の成果、特に工夫した点等

令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
運動部活動の地域移行に向けた実証事業 成果報告書（概要）

・休日の活動を希望する生徒たちが、学校管理外の活動として、拠点校施設において、市が委託した運営団体のもとスポーツ活動を実施。

受託者によるシズカツの管理運営、マネージャー制や複数体制等の有効性を検証する。

・指導員に対して市主催講習会を開催し、指導員の資質を担保するために有効なカリキュラムの在り方や運用について検証する。

●地域クラブ活動の概要（代表的な取組例）

（１）運営類型：市区町村運営型（地域団体人材活用型）
（２）運営主体：静岡エスアカデミアスポーツクラブ・VELTEXスポーツエンタープライズ
（３）種目：剣道、ソフトボール、女子バスケットボール、卓球
（４）指導者の主な属性：兼業教員、部活動指導員、地域人材
（５）１か月あたりの平均的な活動回数：４回程度
（６）主な活動場所：自校及び近隣の学校施設
（７）主な移動手段：徒歩、自転車
（６）１人あたりの参加会費等（年額）：０円/年
（７）１人あたりの保険料：生徒40円／指導者3100円

・少子化や働き方改革等が進展する中、従来の学校が運営する部活動は持続可能でない。しかし、本市には中学生を対象とした総合型スポーツクラブ、

民間クラブ等が十分でなく、市内の中学生を受け入れる体制が整っていない。

・学校規模に左右されず市内全域で子どもたちがスポーツ・文化芸術に親しむ機会を保障するため、市が地域クラブ「シズカツ」を設置する。

・スポーツクラブの運営ノウハウを生かし、入会説明や保険対応、指導員への支払い等を円滑に行えた。
・活動方針、子ども理解、ケガや熱中症等の対応等の指導者講習会を実施することで、安心安全な活動につなげることができた。
・教員が担ってきた部活動から、市民が指導員として参画する地域クラブへの転換するには、関係者の意識改革が改めて必要であることがわかった。
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